

















宮城音五郎2）は、1883（明治16）年 8 月 3 日に埼玉県大里郡久下村（現熊谷市）に生まれ、
1905（明治38）年 7 月に第一高等学校を卒業後、同年 9 月、東京帝国大学工科大学機械工学科
に入学、卒業前の1908（明治41）年 4 月に海事局技手（神戸海務署勤務）となり、同年 7 月に
同大学を卒業している。
翌1909（明治42）年 1月には、海事局を依願免官し、同年 4月に仙台高等工業学校講師に着任、
8 月には同校教授に昇任し、1912（明治45）年 4 月には、仙台高等工業学校が東北帝国大学工
学専門部となったことから、その教授となる。
1917（大正 6）年 9 月には、アメリカ、イギリス留学（機械工学研究のため）を命じられ、
11月に出発、翌1918（大正 7）年12月に帰国し、1919（大正 8）年 5 月、工学部が設置された
東北帝国大学教授（工学部機械工学第 1 講座担任）となり、付属工学専門部兼任となる。同年
6 月には同大学の評議員となり、同年 7 月、工学博士の学位を授与され、11月には第二講座兼
担となる。
1921（大正10）年 4月には工学部長に選出され、1923（大正12）年 4月まで務めた。1930（昭
和 5）年10月に欧米各国への出張を命ぜられ、11月に出発し、1931（昭和 6）年 4 月に帰国し
ている。














































宮城が着任した年の10月に、早くも「公開講座水力の話」を 5 回連載にて寄稿している（表 4
を参照）。この公開講座の記事は水力発電の仕組みや、日本における効用等を説明したものであ
る6）。






1919年 5 月23日 辞令 （※ 1）東北帝国大学工科大学教授兼工学専門部教授　宮城音五
郎・平山毅・八木秀次・砂谷智導・湯浅亀一
1919年 7 月15日 新博士五十六人　宮城、八木両教授も 工学博士宮城音五郎・八木秀次






1921年 4 月 6 日 老閥打破の刃に自ら伏した井上博士　後進の途を開
く為めにとて北大工学部長の椅子を棄つ
井上仁吉から宮城音五郎へ
1921年 6 月15日 燃料に窮した揚句海潮利用の動力　宮城博士談
1923年 4 月 7 日　夕刊 工学部長に平山教授 宮城音五郎から平山毅へ
1923年 7 月26日 臨海実験所建設視察 理学部畑井新喜司・工学部宮城音五郎教授、中島泉次郎技師が
出張
1924年 2 月24日 直轄学校火災防止調査 文部省の依頼で、中島泉太郎技師、工学部井上仁吉・宮城音五
郎教授が調査
1924年11月23日 力学上から地震の破壊力を宮城博士が研究
1927年 5 月28日 大学でする機械の製作修繕　民間の利用者が至って
少ないは遺憾
工学部宮城音五郎教授談
1927年11月 1 日 天然地震による家屋破壊の原則を発見して之に応ず
る建築形式を研究する
工学部宮城音五郎教授の研究






1928年 1 月22日 万国工学大会に対する準備 工学部宮城音五郎教授が準備委員を務める
1928年 7 月19日 水泡を利用して水の流れを測定する　東北大学の宮
城教授
1928年 9 月 8 日 東北大学代表　御大礼に参加 井上仁吉総長、医学部井上嘉都治・関口蕃樹・長谷部言人、理
学部林鶴一、工学部宮城音五郎、法文学部佐藤丑次郎、金属材
料研究所本多光太郎教授が参列
1929年 3 月10日 水力タービンの震動原因発見　宮城教授が近く発表 工学部宮城音五郎教授




1930年 6 月25日 宮城県水泳協会発会式挙行近し 水泳部（工学部宮城音五郎教授が部長）も加盟
1930年10月12日　夕刊 辞令 工学部宮城音五郎教授に欧米各国出張を命ず
1931年 4 月21日 賠償金では苦しんでも研究は旺盛　きのう大学に
帰った宮城博士、欧米工業界を語る
1932年 4 月23日 東北帝大工学部に航空学教室を設置 工学部宮城音五郎教授談
1933年 3 月 8 日 学術振興会　常置委員委嘱 本多光太郎総長に理事委嘱の他、理学部真島利行・矢部長克・
畑井新喜司、医学部布施現之助、工学部八木秀次・原竜三郎・
宮城音五郎・抜山平一、法文学部山田孝雄教授に委員委嘱
1933年 3 月21日 発明協会宮城県支部発会式 工学部宮城音五郎教授が記念講演
1933年 3 月25日　夕刊 発明思想普及科学講演会 本多光太郎総長、工学部宮城音五郎・千葉茂太郎教授、金属材
料研究所青山新一助教授・渡辺直行嘱託が講演




1933年 8 月 4 日 定期叙勲 宮城音五郎・田岡良一・佐藤彰
1933年 9 月28日 機械学会仙台地方講演会 工学部にて開催。工学部抜山四郎・宮城音五郎・前川道治郎教
授、市原通敏助教授が発表



















1935年 2 月 9 日 “ 東北に広く工業を興すべし ”東北帝大宮城教授か
ら宮城県振興調査会に意見書





1935年 2 月24日 宮城県振興の対策⑪－宮城県振興調査会各委員会の
意見－
工学部宮城音五郎教授の意見
1935年11月 6 日 白石町で発明奨励講演会 工学部宮城音五郎教授が講師
1935年12月16日 河北年鑑特輯ページ 本多光太郎総長・工学部宮城音五郎教授のコメント
1935年12月21日 宮城博士台湾の機械学会列席
1936年 2 月 8 日　夕刊 東北帝大航研愈よ結成へ　夜は講演と映画の夕 会長の工学部宮城音五郎教授らの講演
1936年 2 月15日　夕刊 河北春秋　代議士、田植、批評家　宮城音五郎
1936年 7 月 4 日　夕刊 宮城博士昇叙
1938年 7 月13日 東北ヨット協会　懸案の役員正式決定 顧問に本多光太郎総長・工学部三枝彦雄・宮城音五郎教授、理
事に理学部高須鶴三郎・藤瀬新一郎教授
1938年 9 月 9 日 東北帝大九百名の勤労作業 工学部宮城音五郎教授以下、教職員・学生が勤労奉仕






1938年12月 7 日 発明思想普及の講演会開催 工学部宮城音五郎教授が講師
1938年12月10日 発明奨励講演会　けふ報恩会で 工学部宮城音五郎教授が講師
1938年12月29日 東北帝大の御用納 工学部宮城音五郎教授が訓示
1939年 1 月 7 日 新興工業製作品展覧会 工学部宮城音五郎教授が会長。大学の研究製品なども陳列の予
定
1939年 1 月22日 宮城博士も上京陳情　東北大技術者割当問題 工学部宮城音五郎教授　技術者雇傭統制法
1939年 1 月28日 割当増加不可　宮城博士空しく帰る 工学部宮城音五郎教授　技術者雇傭統制法
1939年 4 月14日 新設盛岡高工創立委員に宮城博士　宮城博士語る
1939年 4 月19日 盛岡高工　二部教授で大量養成 工学部宮城音五郎教授の手で着々準備中
1939年 5 月 4 日 高工校長　盛岡初代校長に石原富松教授 創立委員に工学部宮城音五郎教授任命
































































































































初出年月 目次順 題目 初出媒体 備考
1920年 1 月 7 工業精神の改造 河北新報
1922年 8 月 4 自然的威力の征服 学芸
1924年 6 月 1 機械の音 東洋経済新報
1924年 7 月 2 メール制 河北新報
1924年12月 32 大学といふところ 工明会誌
1925年 5 月 5 機械の真価 工業之大日本
1926年 1 月 3 物の大小と比較則 東京日日新聞
1927年 1 月 8 学問と技術との提携 日立評論
1927年 1 月 9 産業振興の根本策 工業評論
1931年12月 14 世界工業界の今日の趨勢を語る 東北帝大法文時報
1932年 9 月 28 科学上より観たる水及び空気のスポーツ 仙台放送局にて放送手記




1933年 7 月 30 人事を尽して天命を待つ 日立機械評論
1933年12月 22 小言 工明会誌
1935年 7 月 15 流線形 河北新報
1935年 8 月 23 技術者の悩み 河北新報
1935年 8 月 29 故斉藤前右衛門翁追憶談 斎藤報恩会時報 斉藤報恩会記念会当日講演筆記
1935年 9 月 12 農村工業は急務を要す 河北新報
1935年11月 24 何事にもコツがある 河北新報
1936年 8 月 17 工学者に望む 機械学会誌
1937年 9 月 25 防空 河北新報
1937年12月 18 工業界新題 科学知識
1937年12月 21 教訓を拾ふ 工明会誌
1938年 3 月 27 火事見 読書感興
1938年 5 月 6 工業製品の芸術観 中央公論
1938年 5 月 16 科学休日案 文藝春秋
1938年10月 20 技術者払底 機械学会誌
1938年11月 31 科学者と社会 科学主義工業
1938年12月 11 基礎的研究から工業的研究へ 科学知識
1939年 1 月 33 著述物語 学燈
1939年 2 月 19 吾等の使命は重大 工明会誌
1939年 5 月 13 科学総動員論 科学主義工業



















































































続いて、1927（昭和 2）年 1 月に『日立評論』に掲載された「学問と技術との提携」を見て
























先述した様に、1933（昭和 8）年 3 月25日に開催された「帝国発明協会宮城県支部発会式」で
宮城が行った講演の要旨である。





















































































〔付記〕本研究は JSPS 科研費 JP16K04518の助成を受けたものです。
表 1 　宮城音五郎　著作目録（著書）






宮城音五郎 機械学 丸善 1912
宮城音五郎 機械学 増補［版］ 丸善 1914
宮城音五郎 渦卷ポンプ 丸善 1917
宮城音五郎 工業力學 丸善 1925 機械學通論 第 1編
宮城音五郎 材料強弱學 丸善 1927 機械學通論 第 2編
宮城音五郎 力學 丸善 1928 近世機械学 第 1巻




冷凍法と其應用 大日本工業學會 1928 序論のみ執筆




宮城音五郎 水力學 丸善 1930 近世機械学 第 4巻
宮城音五郎 問題詳解 丸善 1932 近世機械学
宮城音五郎 水力學 岩波書店 1933 岩波全書 13
宮城音五郎 宮城渦巻ポンプ 改版 丸善出版 1934
宮城音五郎，
土居寛通
流體力學・煖冷房及換氣 アルス 1935 アルス機械工學大講座 補巻
宮城音五郎 水力及水力機械 丸善 1936 近世機械学 第 5巻
宮城音五郎 水力傳動装置 共立社 1936 高等機械設計 第10編
宮城音五郎，
田中敬吉
力學.流體力學 アルス 1937 アルス機械工学大講座
宮城音五郎 機械設計 丸善 1938 近世機械学 第 6巻
宮城音五郎 材料力学 改版第 7版 丸善 1938 近世機械学 第 2巻
宮城音五郎 機構学 全訂改版 丸善 1939 近世機械学 第 3巻
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宮城音五郎 工業隨筆 河出書房 1940
宮城音五郎 科學から工業へ 大八洲出版 1941
宮城音五郎 工業力学 第 6版 丸善 1941
宮城音五郎 材料力学 全訂改版 丸善 1941
宮城音五郎 科学から工業へ 同文書院 1941
宮城音五郎 力学 全訂改版 丸善 1941 近世機械学 第 1巻
宮城音五郎 技術の本質 明治書房 1943
宮城音五郎 宮城渦巻ポンプ 訂正［10］版 丸善出版 1943
宮城音五郎 熱及熱力学 丸善 1943 近世機械学 第 7巻
宮城音五郎 便利主義と能率主義 生活社 1946 日本叢書 第89
宮城音五郎 科學と人生 中文館書店 1948
宮城音五郎 応用数学:工学例説 丸善 1949






複製 1版 共立出版 1949 高等機械設計
表 2 　宮城音五郎　著作目録（雑誌等への随筆等）














1933 1 1 1-8
宮城音五郎 精密機械の意義 精密機械 公益社団法人精
密工学会
1933 1 1 4-6
宮城音五郎 東北振興と農村工業 機械學會誌 一般社団法人日
本機械学会
1935 38 219 461-463
宮城音五郎 工学者に望む 機械學會誌 一般社団法人日
本機械学会





















1946 49 337 229-234











1952 39 4 97-98
宮城音五郎 工業教育のありかた 工業教育 JapaneseSociety
forEngineering
Education
1953 1 1 13-17
宮城音五郎 文化設備を語る座談会 管工事工業 日本空調衛生工
事業協会
1953 7 5 8-19







1958 61 472 463-464
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表 3 　宮城音五郎　著作目録（学術論文等）
























1922 25 72 39-50
宮城音五郎 NotesontheDraught































1932 35 187 1121-
1124
宮城音五郎 曲管内の流れ 応用物理 TheJapan
Societyof
AppliedPhysics
1933 2 9 331-334
宮城音五郎 漕艇竝に漕法の研究 機械學會誌 一般社団法人日
本機械学会
1934 37 206 356-364
宮城音五郎 水力接手に就て 機械學會誌 一般社団法人日
本機械学会







o fM e c h a n i c a l
Engineers


















































































13）「東北帝大航研愈よ結成へ」1936年 2 月 8 日付『河北新報』夕刊。
14）「河北春秋　代議士、田植、批評家　宮城音五郎」1936年 2 月15日付『河北新報』夕刊。
15）宮城音五郎『工業随筆』河出書房、1940、序。
16）宮城音五郎「工業精神の改造」同上書、p.118。
17）同上書、p.119。
18）同上書、p.124。
19）同上書、p.125。
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20）同上。
21）同上書、p.126。
22）同上書、p.127。
23）同上書、p.129。
24）同上書、pp.128-129。
25）同上書、p.129。
26）宮城音五郎「自然的威力の征服」同上書、p.78。
27）同上書、p.90．
28）宮城音五郎「学問と技術との提携」、同上書、pp.130-134。
29）同上書、pp.130-134。
30）宮城音五郎「国防上より観たる発明の急務」、同上書、pp.143-154。
31）同上書、p.149。
32）同上書、pp.151-152。
33）同上書、p.153。
